
夕張岳の超塩基性岩地帯

はじめに

本誌前号で、夕張山脈の植生と植物相の

概況について記したが、引き続き夕張山脈

の植物についての解説の御依頼を受けたの

で、本号では、夕張岳の超塩基性岩 (蛇紋

岩 )地の植生について御紹介することにし

たい。

1.夕 張岳の超塩基性岩地域

前号 8頁の地質概念図のとおり、夕張山

脈において夕張岳近傍が最も大規模な超塩

基性岩 (こ こでは蛇紋岩。以下、蛇紋岩と

記す )体の併入を見る所である。このこと

が、中生代ジュラ系の輝緑凝灰岩類のみよ

りなる芦別岳などと大いに異なる所で、植

生的にも植物相的にも複雑な要因となる。

夕張岳の本降、釣鐘岩、ガマ岩、前岳 (夕

張西岳 )諸降などは、千枚岩や片岩類の神

居古淳変成岩類よりなる急峻な峯で、本峰

とガマ岩との間に、蛇紋岩台地上に展開す

るミズゴケ湿原が見られる。このミズゴケ

湿原は、ほぼ平担であるが、僅かに南西方

向に傾いている。中央部に、深さ20御、直

径10純程度の小池があるほか、小さな水た

まりが所々に点在するが、中央の池以外は

盛夏には千上ってしまうことが多い。 ミズ

ゴケ湿原の草本層は、主としてタカネクロ

スゲーンブツアサツキ群落によって占めら

れ、縁辺部にはイワイチョウ群落、 トウゲ

ブキ (エ ゾタカラヨウ)群落、タカネトウ

(蛇紋岩地帯)の植物

江別市 野 坂 志 朗

ウチソウ群落などが見られるほか、部分的

にユウバリカニツリやナガバキタアザミの

優占する群落が見られる。池を中心にして

タカネクロスゲーミネハリイ群落が見られ

ることが多い。北海道の高層湿原に広く見

られるワタスゲ、ヤチスゲ、ヤチギボウシ、

ミカズキグサ、ホソパノキソチ ドリなどは

見られない。

このミズゴケ湿原縁辺部の所々から、夕

張川や空知川の木流や支流が発している力ヽ

それらの河川の源流部は、20～ 30°の傾斜

の蛇紋岩崩壊地となっている。蛇紋岩の粘

土化が著しく、土壌表層は極めて不安定で

あり、この様な立地にシソバキスミレを含

む極めてまばらな特異な群落が成立してい

る。崩壊地の上部は、蛇紋岩小礫と粘上の

裸出した小範囲の平坦地形があり、そこに

特異な高山荒原植生が見られる。本号では

特にこれらの蛇紋岩裸地に見られる植生に

ついて多少論述する。

2.蛇 紋岩裸地 (崩壊地)の 植生

筆者が植生調査を行った蛇紋岩崩壊地は

第 1図のとおりである。図中、 1、 2及び

3の調査地は平坦地形、 4～ 9は傾斜地で

上壌表層は極めて不安定である。各調査地

の標高と傾斜は次のとおりである。

調査地 1:標 高 1,400純、平坦地

調査地 2:標 高 1,420れ、平姻地

調査地 3:標 高 1,480純、平坦地
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調査地 4

調査地 5

調査地 6

調査地 7

調査地 8

調査地 9

東に19°傾斜

南に16°傾斜

北に23°傾斜

北北東に26°

標高 1,250れ、

標高 1,350純、

標高1,400純、

標高 1,400純、

傾斜

標高340純、南南東に2ポ傾斜

標高380純、南に13°傾斜

及び平担地と斜面の双方に共通に見られる

ものが区別される。

(1)主 として平坦地 (調査地 1,2,3)

に限って見られるもの

チシマヒメイワタデ、タカネナデシヨ、

オオイワツメクサ、タカネスミレ、コケ

モモ、ユウバ リソウ、チシマキンレイカ、

ユキバヒゴタイ、タカネシバスゲ、タカ

ネヒメスゲ及びクロミゼキショウの1亜弘

(2)主 として斜面 (調査地 4～ 9)に 限

って見られるもの。★印は調査地8と9に

のみ出現する。

アカエ ブマツ (極 めて小型 )キ リシリビ

ャクシン、 ヒロハノヘ ビノボラズ、エ ブ

ホ ソバ トリカブ ト、コミャマキンポウゲ、

そウセンゴケ、ヤマブキシ ョウマ、タカ

ネ トウウチソウ、ナガボノシロワレモヨ

ウ苦オ トギリソウ、ハイオ トギリ、チシ

マフウロ、ヒメナツトウダイ、アポ/fタ

チツボスミレ、シソバキス ミレ、エブム

ラサキツツジ本エゾシャクナゲ苦ユウパ

リコザクラ、ユウバ リリン ドウ、イブキ

ジャヨウソウ、 ヨツパシオガマ、エ ブミ

ヤマ トラノオ、エ ゾタカネニガナ、ナガ

バキタアザ ミ、タカネタンポポ、オオウ

シノケグサ、エ ブコウボウ及びホザキイ

チヨウランの 28種。

(3)平 坦地形
・
斜面の双方に共通に見ら

れるもの

ハイマツ、ムカゴ トラノオ、カ トウハコ

ベ、オオタカネツメクサ、 コパ ノツメク

サ、タカネグンバイ、ナンブイヌナズナ、

ウメバチソウ、 クモマユキノシタ、チン

グルマ、 ヨウバ リキンバイ、ホソバ トウ

地は

及び

地で

査地

第 1図  夕 張岳の蛇紋岩崩壊地

これらの蛇紋岩崩壊地には、60種あまり

の種子植物が見られるが、平坦地に限つて

見られるもの、斜面に限つて見られるもの
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キ、チシマニンジン、ガンコウラン、ム

シ トリスミレ、 ミヤマアズマギク、 ミヤ

マウシノケグサ、ナンブソモソモ、タカ

ネクロスゲ、シブツアサッキ、ヒメイワ

ショウブ及びハクサンチ ドリの22種。

調査地 4～ 9の斜面では、調査地 9を除

いては植被率10%に も満たない極めてまば

らな群落が見られる。土壊表層の移動が激

しいので群落は不安定であり、シソバキス

ミレ(固有種 )と ユウバ リリンドウが目立

つている。両種の開花期は 1カ月ほど異な

っており、シソバキスミレは 7月上旬～下

旬、ユウバ リリンドウは 8月 中旬が花盛 り

である。シソバキスミレの花期は、同時に

ユウパ リコザクラの花期でもあり、25年ほ

ど前には、調査地 5の 7月中旬～下旬の景

観は、青灰色の蛇紋岩粘土斜面に、黄、未

紫、白の星をちりばめた様な、シソバキス

ミレ、ユウパリコザクラ、ムシトリスミレ、

クモマユキノシタなどの花盛 りであった。

近年は見るかげもなく荒廃 (盗採と踏みつ

けによる)してしまった。シソバキスミレ

(Viola yubariana NAKAI)ヤよ、 1917

年植物学雑誌第 31巻 139ページに小泉源一

博土によリオオバキスミレの変種として、

V.giabella varo crassifollaの学名が

与えられたものであるが、後に 1922年、

中井猛之進博士によって植物学雑誌第36巻

31ページに独立種として扱われることにな

った夕張岳固有種である。つやを帯びた葉

ヤよ 特に裏面が紫紅色がかり、 「シソバ」

の名の由来であるが、ほとんど地面にはり

つく様に展開し、オオバキスミレやフギレ

キスミレとは趣を異にする。ヒダカキスミ

レの葉の幅を少しひろげて葉身を地面に触

れるほど埋めこむと、よく似た形になりそ

うである。調査地 8は、通称 「石綿山」と

呼ばれる所であるが、ここのシソバキスミ

レは数本から20本くらいが集団をなして生

育しており、見事である。 しかし、石綿山

に通ずる旧白金沢林道は15年前閉鎖され、

今では熊の横行が激しい。ユウパリコザク

ラも夕張岳の誇る固有種 (Primula yup一

arensis TAKEDA)で あるが、 こ れに

ついては本誌

前号の豊国博

士の記事と、

小生の記事を

参照されたしち

武田久吉博士

が柳沢 ・浜名

両氏採集の標

本によって、

1913年 英 国

エジンバラ王

立植物園報告

第37号に記載

発表 したもの

である。染色

体数は 2n=

36で、ユキワ

リソウやシベ

リアユキワリ

ノウの染色体

数 2n=18と

異なり、 4倍

体植物である。

8月 中旬は

第2図 ユウバ リリンドウ

(調査地 9の もの)
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ユウパリリンドウの花盛 りである。夕張岳

の高山常には、 ミヤマリンドウ、 リシリリ

ンドウ、エゾォヤマリンドウ、 ミヤマアケ

ボノソウなどリンドウ科の植物を産するが、

ミヤマリンドウがやや早目に7月中旬あた

りから咲きはじめるほかは、 7月下旬から

ボツボツ咲きはじめる。狭義のリンドウ属

植物が花冠裂片の間に副片があるのに対 し

て、ユウバリリンドウやチシマリンドウは

副片がなく、花冠喉部に糸状に細裂した内

片をもつことから、属をや氏狭く限定する

ときはチシマリンドウ属 (Gentianella)

として扱われる。はじめ、武田博士により

1915年、エジンバラ王立植物園報告第39

号234ページに、Gentiana yuparensis

TAKEDAと して発表 され、後に 1959年

佐竹博士によりGentianellaに 移された。

現今では、わが国 リンドウ科植物の権威豊

国博士をは じめとして、 Gentianella yu―

parensis(TAKEDA)SATAKEの 学名

を採用する学者が多い。大雪山黒岳、自雲

岳やニペソツ山、富良野岳などに産するほ

か、羊蹄山には亜種オノエリンドウがある。

高山帯のものには、高さ4飢 足らずで 1

花をつける小型のものもあるが、調査地 9

の様な低地では、高さ25御以上に達 し、多

数分枝 し、基部にロゼット状の葉をもつ第

2図 の様な型のものが見られる。

一方、調査地 1～ 3の 平坦地形の植生は

明らかにユキバヒゴタイーユウバ リソウ群

落によって代表される高山荒原である。右

表は調査地 2に おける群落調査結果である。

ユウバ リソウ(Lagotis giauca ssp.

takedana(MIY.et TATE恥 ア.)TOYO_

生紋岩母 ・描土平坦地韓君■査費

KUNI ct NOSAKA)ヤ よ、 ヤよじめウルッ

プソウとして記録され、後に、柱頭は全縁

で二裂せず、花糸は花冠上唇の中央よりや

や下に着き、花は帯青緑白色であることに

より、宮部 ・館脇両博士により 1933年 別

種としてL.takedana MIYABE et

TATEWAKIの 学名とユウバ リソウの和

名が与えられた (札幌博物学会報第13巻3

～ 4ペ ージ)。独立種とする扱い、ウルッ

プソウの変種とする扱いもあるが、筆者は

ウルップソウの亜種とする見解である。花

期は 7月上旬～中旬で、ユキバヒゴタイの

花期の8月には、褐色がかった果穂となっ

ている。ウルップソウよりも全体に 1まわ

り小型で、葉の幅もやや狭い。

ユキバヒゴタイ (Saussurea chiOnop―

hylla TAKEDA)は 、武田博士によって

1915年、 ユウバリリンドウやウスユキ ト

ウヒレンなどと共に記載発表された。 トウ

ヒレン属 (Saussurea)の うちで、花床に

問J毛の無いDepressae節に所属し、 国 内

唯
一のこの節の種である。下部の葉 2～ 3

枚はロゼット様に展開し、長さ5～12御、

幅 3～ 6御、卵形、心底、鋭頭で、鋭い鋸

ヽ
ゎ
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品
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ｌ
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歯があり、 1～ 3伽 の葉柄がある。質やや

厚く、表面は深緑色、裏面は自色綿毛を密

布し、 「ユキバ」の名の因となっている。

茎は花時10伽前後の高さがあり、 1～ 3枚

の茎葉があるが、青灰色の小礫混 じりの裸

地に、地表に貼 りつく様にして点々と生じ

ている様子は特異な景観である。降雨時に

浅い水溜りが生じる様な所はユウバリソウ

が多く、やや乾燥気味の所はユキパヒゴタ

イが多い。

極めて稀に白花品があり、シロバナユキ

ノミヒゴタイ (So chionophylla TAKEDA

for m,albifiOra SUGIMOTO)と 称さ

れる。

ユキバヒゴタイは、 1953年 、 五 十嵐恒

夫博士によってトッタベツ岳産の標本が得

られるまでは、夕張岳固有種とされてい名

現在では、 ト ッタベツ岳の他に、チロロ

岳の産も確認されている。 ト ッタベツ岳で

は、ユキバヒゴタイ群落は、山頂近く標高

1,900純ほどの尾根に続く北西に面した緩

斜面に数平方米程度の小規模なものがいく

つか見られ、いずれもカンラン岩の礫の多

い立地である。夕張岳の群落に比して、規

模が小さいこと、ユウバリソウを含まない

ことの他に、クモマユキノシタ、シブツア

サツキ、エブミヤマトラノオ、タカネヒメ

スゲ、タカネシバスゲを含まず、チシマギ

キョウやタイセツイワスゲなどの乾燥立地

を標徴する種類を含んでいる。

トッタベツ岳産のユキバヒゴタイは、夕

張岳産のものに比して、葉の幅がやや狭く

銚歯が粗大である様でもあるが、一見して

少々背が高く感じられる。そこで、根出葉

の広がりの半径をA、 花時における花茎の

高さをBと して、 B/Aの 比を求めてみる

と、夕張岳産のものは、 0.75～ 1.09で平

均 0.83であるのに対 し、 ト ッタベツ岳産の

ものは、 1.00～ 2.41で平均 1.55となる。

これらの数値は、僅かにオーバーラップす

るが、かなりの差が認められる。もっとも、

夕張岳のものは 120イ固体についての計測値

であるが、 ト ッタベツ岳のものは僅か18個

体についての計測値なのが難点で、断定的

なことは言えない。 しかし、ウスユキ トウ

ヒレン(Saussurea yanagisawae TA一

KEDA)に おける、基準型 とオオタカネキ

タアザミ(var.elegans NAKA I)と の

違いのようなものであろう。ただ、オオタ

カネキタアザ ミが、果 してユキバ トウヒレ

ンの変種として区別すべきものかどうかは

疑間であるが。

第 3図  ユ キバヒゴタイのプロフィル

左 :ト ッタベツ岳産のもの

右 :夕張岳産のもの
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横軸に根出葉の広がりの半径を、縦軸に

花時における花茎の高さをとって、 ト ッタ

ベツ岳産と夕張岳産のユキバヒゴタイのプ

ロフィルを示したものが第 3図である。

ス ミレイ ワギ リ

(Bunge)R.Br

1981年 6月 のことだったと記憶します。

日中友好団体に所属する友人から 「こんか

い北京に行くことになったが、その近辺に

珍らしい山野草はないものだろうか、若し

あ翔ゴ、是非採集して来たい。目星しい草

の自生環境を教えてくれ」と云って来た。

そこで、スミレイワギリソウと、ほか 2

～3の草を紹介したわけで・………北京から

西へ虜溝橋を過ぎ、河北、周田店あたリヘ

行くと、各所に杉山が見られ、道路脇の崖

は、既ね黒色土からなり、霜崩れしたよう

になだらかで楽に登ることができる。

崖の上には冷杉が鬱蒼と茂り、崖縁まで

迫っている。そのような北面する崖面には

スミレイワギリソウが、あちこちに中～小

群落をつくり、無数生育しています。

本種は雲南、広西北部、広東、福建、浙

江、江西、湖南、貴州、四川、湖北、甘粛

陳西、河南、山東、山西、河北へと分布し

主に丘陵、又は低山帯の崖面に生え、中国で

は本種を猫耳染と呼び、ややそれに似る大

以上、夕張岳の蛇紋岩崩壊地の植生の概

況と、二、三の標徴種の特徴について記し

た。次回はできるだけ図版等を多くした記

事にしたいと考えている。

ソウBoeahygrometrica

を裁培 して

東京都 北  沢     廣

型の根出葉が対生して、 1対 ごとが正確に

90度づつ角度を変えて重なり、地表に密接

して多数展開し、茎部は短小で認めにくい

です。

葉は肉質で近円形～円卵形～倒卵形～菱

状1有橋形で、長さ1.8～ 5御 、幅 1.3～5。2

御、縁辺には鈍～鋭鋸歯が廻 り、葉柄はあ

りません。

実面は深緑色で僅かに艶があり、白色の

長毛をたくさん生じ、葉裏には白色～淡褐

色の綿毛が生え、葉脈は不明瞭です。

花茎は株あたり1～ 5本、葉腋より各 1

本づつ生じ、短腺毛を密生し、丈7～ 14御

その頂部に2～ 5花 の集散花序を作 りまf。

花冠は、淡い藍紫色、径 1～ 2御、浅く

開き筒の長さ5～ 7初π、上唇は 2裂、下唇

は3裂 し、 2本 の雄芯の花約は互いに連結

します。

子房には短毛が密生し、花柱は長 く伸び

て花の外に飛び出します。

競果は長さ3～ 5例で螺旋状にねじれま
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